
 

 地域密着型の商いをしている清水ですが、 

 最近は、遠方からもご来店してくださるようになりました。 

 また、宅配便で、全国発送のご注文も入るようになり、 

 三豊の「人と人のつながりを大切にする文化」が、 

 他の地域にも広がっている事を実感しています。 

 これからも、人と人をつなげるお菓子作りに励んでまいります。 

 

 

 初めて清水を訪れた方の中には、 

 「どうしてこのお店は、 

焼き菓子やギフトがこんなに多いんだろう？」 

 と、驚かれる方もいらっしゃいます。 

 それは、三豊という地域は、 

 人と人とのおつきあいを大切にする、 

情に厚い人がたくさん暮らしているからです。 

そのため、三豊には、おやつ菓子よりも、 

贈答菓子や来客用の菓子を作るお店がたくさんありました。 

が、時代の流れとともに、そんなお菓子屋も消えていき、 

今では、清水が贈答菓子を請け負う存在となり、 

気が付けば、県下トップクラスの品揃えになりました。 
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春は、多くの別れと、たくさんの出会いがある季節ですね。 

これまでお世話になった方への感謝も伝えたいし、 

新しく出会う方へのご挨拶も大切です。 

とはいえ、何かとあわただしい春に、 

ご挨拶の品を選ぶのは大変ですね。 

そんな時には、清水菓子舗にご来店ください。 

清水は、和菓子も洋菓子も、豊富な品揃えなので、 

どんな方へのギフトも、必ず見つかると思います。 

 県下トップクラスの品揃えです。 

清水には、飛び抜けたダントツ人気の商品はありません。 

そのため、和菓子から洋菓子まで、 

たくさんの焼き菓子を揃える事になり、種類が豊富にあります。 

でも、焼き菓子をお買い求めになるお客さんが多いので、 

種類が多くても、回転が早くて、新鮮です。 

毎日、お店から見える厨房で生地を作り、 

お客さんの目の前のオーブンで焼き上げて、 

その場で作って、その場で売る事を徹底しています。 

だから、大切な方にも、安心してお贈りしていただける商品です。 

 



 

 

 

 ほっこり堂に、抹茶と和菓子のセットメニューがあるのをご存知でしょうか？ 

 カフェでは、珈琲を飲む方が多いと思いますが、 

 たまには、抹茶と和菓子で、優雅なひと時をすごしてはいかがですか？ 

 実は、ほっこり堂のスタッフには、茶道をたしなむスタッフがいます。 

 あえて誰とは言いませんので、ほっこり堂で探してくださいね。 

 もし、お茶の作法で、うるさい事を言うようなら、 

 そんなの無視して、お客さんが気持ちいいようにお楽しみください。 

 さて、明日にでも、ほっこり堂でランチを食べて、 

 食後は優雅に、抹茶と和菓子ですごしてみませんか？ 

 

 

ケーキを買い慣れていない男性のお客さんだと、 

どのケーキを買っていいのか、迷われる方がいらっしゃいます。 

そんな時にお勧めしているのが「フルーツロール」です。 

はちみつと生クリーム入りのコクのある生地に、北海道の純生クリーム。 

そして、フルーツのにぎやかな飾りつけのケーキは、 

ボリュームもあって見栄えがするので、２０年間不動の人気です。 

たくさんの人数のところに差し入れする時は、 

事前にご連絡いただければ、何本でもご用意できますので、 

たくさんまとめて贈れば、人数に合わせてカットできて、とても便利です。 

迷った時は、間違いのない「フルーツロール」をお買い求めくださいね。 

 

 洋菓子部門で人気のさくらのお菓子は、 

 桜葉を刻んださくら餡を使った和風ロールケーキ 

 「さくらロール」です。 

 毎年、春の期間限定のケーキなので、 

食べそびれないようにしてくださいね。 

 そして、花の形をした焼き菓子「さくらんぼ」も、 

 毎年、春になると、人気が急上昇するお菓子です。 

 添加物や香料を使わずに、 

漬け込みチェリーの天然の香りで、味付けをしています。 

洋酒を使っていないので、お子様にも安心です。 

  
 
春になると、店内はやたらとピンク色が目立ちます。 

それは、さくらのお菓子が多くなるからです。 

毎年、いろんなさくらのお菓子を出していますが、 

やはり、不動の人気ナンバーワン商品は「さくら餅」。 

毎朝、厳選された道明寺粉を水に浸して蒸し上げ、 

手作りで丁寧にお作りしています。 

また、さくら餅の香りは、桜の葉の香りなので、 

無農薬の桜葉の塩漬けで包んでいます。 

桜の葉も、お餅と一緒にお好みでお召し上がりくださいね。 

 

 さくらのお菓子をどうぞ 

 迷ったら、フルーツロール 

 たまには抹茶もいかがですか？ 



 

夏になって、人気者の座を、 

マスカットやメロンやマンゴーに譲るまで、 

イチゴにはしっかりと頑張ってもらいます。 

それにしても、 

農業技術がこれほど向上しているのに、 

今の時期、イチゴに勝るフルーツは、 

なかなか登場しませんね。 

お菓子屋も、 

イチゴをよりおいしく食べられるお菓子を、 

さらに研究していきたいと思います。 

 

 

 ケーキも和菓子も、イチゴを使ったお菓子はよく売れます。 

 でも、イチゴに頼ってばかりだと悔しいので、 

イチゴを他のフルーツに変えてみたら、人気が落ちてしまいます。 

そんな事を何度も繰り返したので、今の時期はイチゴに頼ります。 

お客さんが喜んでくれるのなら、イチゴを使えばいいじゃないですか。 

というわけで、国産のおいしいイチゴが手に入る５月下旬までは、イチゴのお菓子を強化します。 

  

 

 
 
 お菓子屋は、お菓子を食べるのも仕事のうちです。 

 だからちょっと油断すると、血糖値が上がったり、太ったりします。 

 その分運動をすればいいのですが、 

 ウォーキングも筋トレも、なかなか習慣にはできません。 

 そこで取り組んでいるのが「煮出しまいたけ健康法」。 

 実は、まだ始めたばかりで効果はわからないのですが、 

 スーパーでまとめ買いして、せっせと実践中です。 

 もし効果が出たら、 

まいたけを使ったお菓子を作っても面白そうですね。 

 まいたけ実験中です。 

 

 

前向きな言葉や、幸せな言葉を使っていると、 

人生が上手くいくという人がいます。 

言葉には「言霊」というパワーがあるのだそうですね。 

科学的根拠は知りませんが、 

清水にも縁起のイイ名前のお菓子があります。 

「しあわせチーズ」と「黄金リーフパイ」です。 

この２つのお菓子を贈ると、 

リッチで幸せになれるかもしれません。 

この春、新しいスタートを切る方に、 

エールを込めて、「幸せ」と「黄金」を贈ってみてください。 

もしかしたら、贈った人に幸運が舞い込むかもしれませんね。 

 縁起のいいお菓子を贈りましょう。 

 やっぱり、イチゴですか？ 



 

 

  

 

 

 今月も抽選で２０名様に、 

 清水菓子舗の商品券５００円をプレゼントします。 

   

 今月は高松に関する問題です。 

 右と下に、あ～さ まで、 

 店主がスケッチした高松の建物スケッチが１１枚あります。 

 その中に、高松城の良櫓台の絵があります。 

 それはどれでしょう？ 

 （高松城の石垣にある櫓です） 

  

 クイズの答えは、同封した商品券の裏に、 

 ひらがなでお書きください。 

 商品券を郵送しますので、 

 住所、氏名も忘れずにお書きください。 

 お買い物の際に、販売スタッフにお渡しいただければ 

 割引きと同時に、 

 プレゼントクイズにもご応募いただけます。 

 

 締め切りは、４月１７日。 

 当選発表は、発送にかえさせていただきます。 

 今月のプレゼントクイズ 
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